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かけがわ茶エンナーレ実行委員会 

2024年度事業報告 

 

 

 

 

１ かけがわ茶エンナーレ 2024の検討・調整 

 

(1) 実行委員会の開催 

・実行委員会 全８回 

 

 (2) 茶話会の開催 

   ・プロジェクトリーダーたちによる意見交換・意思確認の場 

 

２ かけがわ茶エンナーレ 2024 会期前の機運醸成（資料１） 

 （1）６プロジェクトによる会期前の活動 

 

（2）はじまりの集い 

  日程：９月７日（土）   場所：大日本報徳社大講堂 

  本会期の関わる人たちとの初めての顔合わせの場となった 

  それぞれの活動の紹介やかけがわ茶エンナーレへの思いを共有・意見交換 

 

 （3）書道パフォーマンスで開幕直前 PR！ 

  日程：10月 17日（木）  場所：掛川城御殿 

  かけがわ茶エンナーレ 2024以前に開催される掛川城天守閣開門 30周年記念事業との合同 PR 

 

（4）かけがわ茶エンナーレ 2024 前夜祭 

 日程：11月１日（金）  場所：ＳＫしんきんプラザ ４階会議室 

 第一部 

実行委員長、副実行委員長、６人のプロジェクトリーダーとアーツカウンシルしずおか鈴

木氏によるトークセッション 

 

第二部 

 かけがわ茶エンナーレ 2024参加者全員による決起集会 

 

３ かけがわ茶エンナーレ 2024 本事業の実施（資料２） 

(1)オープニングセレモニー 

  日程：11月２日   場所：掛川城御殿 

  パブリックアート「アフターニュートンアップル」と掛川城を背景に掛川城御殿内にて開会宣

言とテープカット 
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（2）「かけがわ茶エンナーレ 2024」の開催 

  ３つの柱を軸に展開 

➀アートプロジェクト 

 茶文化創造・未来創造・掛川三城・美術・音楽・舞台芸術の６つのプロジェクトで構成 

 それぞれのプロジェクトの詳細は別紙、映像資料参考 

  ➁公募アートプログラム 

   「Moving～日日是動日～」をテーマにしたインスタレーション 

   応募数 11作品 採択数 6作品 

  ➂タイアッププログラム 

   14団体とタイアップした（原泉アートデイズ、ＪＲさわやかウォーキング、ミュージアムミ

ニコンサート等） 

 

（3）インフォメーションセンター 場所：二の丸美術館ロビー 

  かけがわ茶エンナーレ 2024 総合案内所及び、レガシー展と称し過去のかけがわ茶エンナーレ

グッズを展示 

 

 (4)「かけがわ茶エンナーレ 2024」の閉幕 

  かけがわ茶エンナーレ 2024 グランドフィナーレ 

  日程：11月 17日     場所：the Port kakegawa 

  会期終了直後、関係者たちの感想や意見を交換し交流する場。 

   

 (5)来場者数 

  常設展示作品   14,839人 

  週末イベント   6,087人 

  タイアッププログラム  5,578人   合計 26,504人 

 

 (6)かけがわ茶エンナーレホームページの閲覧詳細    

期間内（11月 2日～17日）に 5,734回の訪問があり、閲覧ページ数は、21,863ページであっ

た。 

① 訪問数 5,734人 

② ホームページ閲覧ページ 21,863ページ 

③ 閲覧機器 携帯電話＋タブレット 84.3％  

・ ユーザー層（市区町村）近隣都市、東京、大阪、名古屋などから閲覧されていた。 

・ 少数ではあるが、海外からの閲覧もあった。     

 

(7)広報 

① メディア等による紹介状況   

新聞、情報誌、ラジオ、ｗｅｂニュース 

② その他 

広報かけがわ、ＷＡＣＣＡ池袋展示ＰＲ等  
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かけがわ茶エンナーレ 2024 会期前の機運醸成 事業内容 

（1）６プロジェクトによる会期前の活動 

No. 事業名 担当プロジェクト 会場 日時 

1 Moving with HOTOKU 未来創造 
SK しんきんプ

ラザ 
５月 12日 

2 決起の茶摘み 茶文化創造・美術 
どこにもない

家（土方） 
5月 18日 

3 
えのぐづくり・ハンカチ染め

ＷＳ 
美術 

森のようちえ

ん野いちご 
5月 24日 

4 長距離糸電話 美術 東山 6月 29日 

5 
ユースオーケストラ公開練

習 
音楽 市内各所 6月 29日～ 

6 
ドイツの香り漂う音楽会～

野外で楽しむクラシック～ 
音楽 

大石農場ハム

工房 
８月４日 

7 

彫刻家 石上和弘と新たな色

であなたのアフターアップ

ルを作るワークショップ 

掛川三城 竹の丸 
７月６日 

８月 17日 

8 アートなつまつり 美術 551ホール 8月 17日 

9 ARTumn ＆ Gateau 未来創造 

スタジオテイ

ク、たこまん掛

川本館 

10月６日 

10 
かけがわ茶エンナーレ 2024 

告知展 
茶文化創造・美術 WACCA池袋 

10月 8日 

～20日 

 

 

 

 

   

資料 1 

➀ 
➁ ③ 

④ ⑤ ⑥ 
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(2)はじまりの集い ９月７日（土） 大日本報徳社大講堂  

 ➀６人のプロジェクトリーダーによる各プロジェクト紹介 

 ➁公募アート採択者による作品の紹介 

 ➂グループに分かれて意見交換し相互の認識を深める 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）書道パフォーマンスで開幕直前 PR！ 10月 17 日（木） 掛川城御殿 

 10月 19日（土）よりスタートした掛川城天守閣開門 30周年記念事業と合同での直前 PR 

 舞台芸術プロジェクト参加アーティストで書道家の村松歩実氏による書道パフォーマンス。 

掛川城天守閣開門 30周年記念事業のメインカラーである金色の墨と茶の湯で磨った墨を用い

た。紙は掛川市内で製造されている特殊繊維のアバカを用いて作成された「アバカ紙」を使用。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

➀ ➁ ③ 

  

⑦ ⑧ ⑨ 

⑩ 
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（4）かけがわ茶エンナーレ 2024 前夜祭 11月１日（金）  

ＳＫしんきんプラザ ４階会議室 

 本会期直前に関係者一同が集結し本会期その成功を祈願するスタートダッシュイベント。 

 前回のかけがわ茶エンナーレ 2020+1のディレクターであった鈴木一郎太氏を迎え６人のプロジ

ェクトリーダーと実行委員長、副実行委員長が対談し会期中の各プロジェクトの活動について相

互理解を深める場となった。 

 対談終了後は関係者一度が円（縁）になり茶を飲みながら会期中の活動の思いを語り合った。 
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かけがわ茶エンナーレ 2024 本事業の実施 

(1)オープニングセレモニー 令和６年 11月１日 掛川城御殿 

 パブリックアート「アフターニュートンアップル」と掛川城を背景に実行委員長による

開会宣言とテープカットを実施。 

 テープには公募アートプログラムで採択された草木染を使用。タイアッププログラム採

択者のブリリアントスターズ静岡によるゴスペルの披露。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）「かけがわ茶エンナーレ 2024」の開催 

 ➀アートプロジェクト 

茶文化創造プロジェクト 

 

No. 事業名 会場 開催日 

1 アートペアリングプロジェクト 

蔵・茶の蔵かねも 

美感ホール 

大日本報徳社仰徳記念館 

生涯学習センター 

11月２日 

11月６日 

11月８日 

11月 16日 

2 茶の周囲としての急須群 Vol.2 竹の丸２階 11月２日～17日 

3 月夜茶会 

大日本報徳社 

二の丸茶室 冀北学舎 

仰徳記念館 竹の丸 

掛川城御殿 

11月９日 

4 星夜茶会 

大日本報徳社 

二の丸茶室 冀北学舎 

仰徳記念館 竹の丸 

11月 10日 

5 茶工場×TIME EMIT 東山茶業組合茶工場 11月 16日 

 

  

資料 ２ 

  

➀ ➁ 
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未来創造プロジェクト 

 

No. 事業名 会場 開催日 

1 オープニング番組配信 未来創造工房 11月２日 

2 茶連自プログラム① 未来創造工房 11月２日～３日 

3 茶連自プログラム② 美館ホール 11月６日～13日 

4 茶連自プログラム③ 
大日本報徳社 

仰徳記念館 
11月 15日～17日 

 

 

 

③ ④ 

⑤ 

 

番組 URL 

➀ 
➁ 
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掛川三城プロジェクト 

 

No. 事業名 会場 開催日 

1 
メインオブジェ 

アフターニュートンアップル 
掛川城御殿庭園 11月２日～17日 

2 バナナピール 掛川城大手門 11月２日～17日 

3 掛川三城市 in 掛川城 三の丸広場 11月 17日 

4 

KAKEGAWA ARTS COLLECTIVE 

かけがわ茶エンナーレファッシ

ョンショー 

掛川城御殿 11月 17日 

 

  

➀ 
➁ 

③ 

④ 
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美術プロジェクト 

 

No. 事業名 会場 開催日 

1 
ツクルバ・ダラ 

シンボルアート 
蔵 11月２日～17日 

2 ダラの部屋 
連雀ニューセンタービル

２階 
11月２日～17日 

3 
たのしいものづくりワークショ

ップ 

連雀ニューセンタービル

２階 
11月９日 

4 OPEN STUDIO the Port kakegawa 11月 10日 

 

  

 
 

③ ④ 

➀ 
➁ 

④ 
③ 
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音楽プロジェクト 

 

No. 事業名 会場 開催日 

1 
～お茶で乾杯！～ 

佐藤元洋ピアノリサイタル 
茶の蔵かねも 11月２日 

2 
かけがわ茶エンナーレ  

ユースオーケストラ公開練習 
文化会館シオーネ 11月２日～３日 

3 
～お茶で乾杯！～ 

ミニコンサート 
文化会館シオーネ 11月６日～13日 

4 茶エンナーレコンサート 2024 生涯学習センター 11月 15日～17日 

5 音楽キャラバン 

ｽﾀｰﾊﾞｯｸｽ掛川細田店 

蔵 

旧松浦履物店 

BOTANICAL GARDEN OZMAN 

三の丸広場 

11月３日 

11月 17日 

 

  

  
  

➀ ➁ 

③ ④ 
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舞台芸術プロジェクト 

 

No. 事業名 会場 開催日 

1 アートパフォーマンス SHOW！ 

竹の丸 

蓮福寺 

the Port kakegawa 

三の丸広場 

11月３日 

2 掛川城ものがたり×西郷の局 三の丸広場 11月３日 

3 
アートパフォーマンス SHOW！ 

＠掛川三城市 
三の丸広場 11月 17日 

4 
アートパフォーマンス SHOW! 

振り返り展示 
森林果樹公園アトリエ 11月５日～17日 

5 
まちなか MOVING！ 

＜ゲリラパフォーマンス＞ 

掛川城御殿 

森林果樹公園アトリエ 

天然寺 

掛川城大手門 

11 月２日・９日・ 

10 日・16日・17日 

 

  

⑤ 

➀ ➁ 



12 
 

  

 

 

 

➁公募アートプログラム 

 

No. 作品名 会場 作者 

1 思い出茶隧道 西郷ファーム 竹村 有希 

2 砦と境界～chain wall～ 思惟の森・河田砦 土井 健史 

3 還 竹の丸 森下 京 

4 街中の光と音楽の演奏会 旧松浦履物店 山内 啓司 

5 
森はまち、草は人 

～草木染の心象～ 
天然寺 天然寺草木染研究会 

6 透かしを掛ける 
中町公会堂横 

連雀ニューセンタービル 
日高 恵理香 

 

③ 

⑤ 

④ 
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③タイアッププログラム 

No. イベント名 団体名 場所 開催日 

1 

ミュージアム miniコンサート 

「ブリリアントスターズ静岡ゴ

スペル LIVE」 

ブリリアントスター

ズ静岡 

ステンドグラス美術

館 
11月 9日 

2 
世界農業遺産の茶草葉農法によ

る掛川深蒸し茶展 他 
ギャラリー風見鶏 

ギャラリー風見鶏 

旭ヶ丘 1-4-8 

11月 8日 

～12日 

3 

刻の城(トキノシロ)  

～育つ庭、育てる庭～ 

子角山インスタレーション:秘

密基地をつくろう 

掛川第一小学校学童

保育所ひまわりクラ

ブ 

龍華院子角山公園 11月 9日 

4 草木染で五色幕をつくろう 
天然寺 草木染研究

会 
天然寺 本堂と裏庭 11月 3日 

5 
ねむの木こども美術館 どんぐ

り，緑の中（常設展示） 社会福祉法人ねむの

木福祉会 

学校法人ねむの木学

園 

ねむの木こども美術

館 

上垂木 3399-1，3534 
11月 2日 

～17日 6 吉行淳之介文学館（常設展示） 
吉行淳之介文学館 

上垂木 3190-1 

7 
茶室 和心庵（ねむの木学園の

こどもたちによるお点前） 

茶室 和心庵 

上垂木 3190-1 

8 

特別展「わたしの掛川城 -過去

から未来へ 掛川城をめぐる旅

-」 

二の丸美術館 二の丸美術館 
10月 5日 

～11月 24日 

9 

カケガワミュージアムマーケッ

ト Vol.9 

特別企画「茶エンナーレ朝市」 

二の丸美術館 二の丸美術館 11月 16日 

10 さわやかウォーキング JR東海 掛川駅 11月 4日 

➀ ➁ ③ 

④ 
⑤ 

⑥ 
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11 
本物を、知る、学ぶ、魅せる掛

川城下町 

和の扉～Japanese 

Door～ 
大日本報徳社 11月 4日 

12 土着展ー秋 みのり 農園むすび 
11月 9日 

～11月 10日 

13 
夢を見つける 初めてのロゴデ

ザイン体験 
新しい働き方ラボ the Port Kakegawa 11月 16日 

14 
原泉アートデイズ！2024 

～感覚を呼び覚ます～ 

原泉アートプロジェ

クト 

旧原泉第二製茶工場 

原泉地区全域 

10月 24日 

～11月 24日 

 

 

（3）インフォメーションセンター 会場：二の丸美術館ロビー 

 かけがわ茶エンナーレ 2024 総合案内所及び、レガシー展と称し過去のかけがわ茶エンナー

レグッズを展示 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）「かけがわ茶エンナーレ 2024」の閉幕 11 月 17日 the Port kakegawa 

 会期終了直後のプロジェクトリーダーたちの率直な思いや各関係者の思いを共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）来場者数 

 ➀会期中来場者数（11 月２日～17日） 26,504人 

  

 ➁来場者数内訳 

  常設展示   

作品 人数 

シンボルアート 

バナナピール 
724 

還 

茶の周囲としての急須群 Vol.2 
1,659 

ダラの部屋 399 
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街中の光と音楽の演奏会 284 

透かしを掛ける  － 

アフターアップル 7,113 

思い出茶隧道 1,760 

森はまち、草は人～草木染の心象～ 100 

砦と境界～chain wall～  － 

インフォメーションセンター 2,106 

アートパフォーマンス SHOW! 振り返り展示 694 

計 14,839 

 

週末イベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  タイアッププログラム 14事業 5,578人 

  

事業名 人数 

～お茶で乾杯!～佐藤元洋ﾋﾟｱﾉﾘｻｲﾀﾙ 71 

アートパフォーマンス SHOW! 712 

掛川城ものがたり×西郷の局 450 

かけがわ茶エンナーレ ユースオケ練習 

～お茶で乾杯!～ミニコンサート 
60 

月夜茶会 79 

星夜茶会 110 

たのしいものづくりワークショップ 25 

OPEN STUDIO 100 

茶工場×TIMEEMIT 22 

茶エンナーレコンサート 2024 250 

掛川三城市 in掛川城 2,500 

かけがわ茶エンナーレファッションショー 200 

音楽キャラバン 240 

まちなか MOVING！ 200 

茶連自プログラム 948 

アートペアリングプロジェクト 120 

計 6,087 
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（6）かけがわ茶エンナーレホームページの閲覧詳細 

 ➀全体概要 

 ホームページ訪問数 5,734 

ホームページ閲覧ページ数 21,863 

 

 ➁集客情報 

URL、QRコード 3,203 56％ 

直接検索 1,913 33％ 

他サイト経由 336 6％ 

SNS経由 283 5％ 

 

 ➂ユーザー層（市区町村） 

 掛川市内 
静岡県内（掛川

市除く） 
静岡県外 

その他（外国・

居住地不明） 

訪問者 1,261 1,143 2,578 752 

割合 22.0％ 19.9% 45.0％ 13.1％ 

 

（7）広報 

 ➀メディア等による紹介状況 

  新聞紙・情報誌・ラジオ・webニュースサイト等による紹介 

  

媒体 社名 備考 

新聞 
静岡新聞  

中日新聞  

ラジオ 
SBSラジオ  

K-mix  

情報誌 
中部電力地域広報誌 

「つながる」 

 

テレビ ＮＨＫ  

ブログ 

KOSODATE BASE浜松 

 

Design November 

 

ＷＯＭＯ 

 
 

➁SNSの活用 

プロジェクトごとに SNSアカウント設立。主に Instagramを用いて広報活動 

を行った。  

 
かけがわ茶エンナーレＨＰ 
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各種アンケート結果報告 

 

(1)来場者アンケート 

■かけがわ茶エンナーレ 2024を知った方法 

１ かけがわ茶エンナーレホームページ 21％   

２ 掛川市ホームページ        ３％   

３ ＳＮＳ              18％   

４ チラシ              ９％   

５ 知人・友人から          29％   

６ 偶然通りかかって  12％ 

７ 他のイベントの紹介 ９％ 

８ ニュース等     ３％ 

９ その他       15％ 

 （ｱｰﾂｶｳﾝｼﾙしずおか・子どもが出演する等） 

 

■茶エンナーレの感想 

１ 大変満足         35％ 

２ 満足           64％ 

３ 面白くなかった      ０％ 

４ とてもつまらなかった   １％ 

おおむね来場者から満足頂いた。 

「観光イベントであって、芸術祭ではない」

との否定的な意見があった。 

 

■かけがわ茶エンナーレは以前から知っていたか

１ 知っていた        59％ 

２ 初めて知った       41％ 

かけがわ茶エンナーレの認知度を高めるに

あたり回答者約４割が初めてと回答した。ま

た、初めてアートイベントを訪れた割合が約

６割で、文化芸術に触れる機会を増やすこと

に寄与できたといえる。 

■アートイベントを訪れるのは初めてか 

１ 初めて          41％ 

２ 初めてではない      59％ 

 

(2)参加者アンケート 

■かけがわ茶エンナーレは以前から知っていたか  

１ 知っていた        58％ 

２ 初めて知った       42％ 

来場者と同様約 4 割が初めて認知をした。 

当事者の認知を上げることで茶エンナーレ

の魅力を普及できた。 

 

■茶を楽しむ、価値を感じる場面はあったか 

１ あった          84％ 

２ なかった         16％ 

価値があったと感じる割合がほとんどであ

り、この芸術祭が「茶縁」を大事にしている

ことが浸透された。 

 

■今後も市の文化事業に参加したいか 

１ そう思う         79％ 

２ やや思う         16％ 

３ やや思わない       ５％ 

４ 思わない         ０％ 

ほとんどの回答者が参加の意思を示してお

り、会期終了後も継続的に関わり、市の文化

振興に寄与できる。 

 

 参加者・来場者ともに多くの方にかけがわ茶エンナーレ 2024の開催に満足いただけた。 

多くのご意見として、他の人にかけがわ茶エンナーレの存在を伝えたときに、「知っていれば参

加したかった」という反応があった。情報発信の難しさが改めて顕在化した。  

資料 ３ 
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まとめ 

 

（1）成果 

 ①市民の主体性を発揮するための参加機会 

  協働のまちづくり芸術祭と題し、市民参加型を特徴としたプログラムを企画。 

  プロジェクトリーダーが地域に根差し活動に市民を巻き込む動きが多く見られた。 

 

 ➁開催エリアの集中化 

  市内全域を対象とした前回から駅前エリアを中心とした。 

  展示場ごとの距離を狭めることで徒歩による周遊を可能にした。また、掛川城や大日

本報徳社などの歴史的建造物や観光施設と併設することにより誘客の相乗効果を図れた。 

 

 ➂より多くのアートの視点 

  現代美術中心から音楽・舞台芸術・メディアアートなど多様なアートを取り入れた。 

  これにより、アーティスト同士の共演によるアーティストの感性を醸成させることや、

異なるファン層の客にも他の分野を知ってもらう、見てもらう、感じてもらうことがで

きた。 

 

 ④交流人口の増加 

  かけがわ茶エンナーレ 2024をツールとし、普段関わらない人達をつなぐことで、会期

終了後も新たな文化活動が起こり、地域課題の解決や、産業振興に寄与する兆候を見せ

ている。 

  また、明るみになっていない市民活動を掘り出すことができ、潜在的な掛川市民の文

化力を把握することができた。 

 

 

（2）課題 

 ➀広報・情報発信の難しさ 

  市民芸術祭として市内への広報活動に注力し、チラシやガイドブック等を市内中心に

配布したが、認知の向上が緩やかであり、周知が完全ではなかった。 

  ホームページやＳＮＳ等デジタルツールでの広報発信が弱かった。「知っていれば行

きたかった」という意見も聞こえた。 

 

 ➁駅前エリア在住者への周知不足 

  駅前エリアに住む市民のかけがわ茶エンナーレへの理解度を深めることができなかっ

た。開催エリアを集中化したからこそ、そこに住む市民から盛り上げていくことが重要

であった。 

 

（3）今後について 

  かけがわ茶エンナーレは今回の開催をもって終了となる。 

  2017 年より開催され 10 年間で 3 回の芸術祭を実施し、多くの市民が文化芸術に触れ

る機会を増やす目的は果たされたと考えられる。 

  今後は市民の文化芸術活動のボトムアップや側面的支援に注力する。また、アーティ

ストたちの活動披露の場所を提供し、アーティストのモチベーションを高めるとともに

文化に触れる機会を絶やさずに行っていく。 


